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取組 の概 要【 １ペ ージ 以内 】  

「就業力」とは何か？社会情勢が年々変わるにつれて企業の考え方にも変化が生じ、そ
れに従って企業の就業力に対する捉え方も異なってくる。また学生の気質も次第に変わり、
学生に対して大学が行うべき「就業力」教育の取組も変わる。このように就業力教育は、
大学と企業とが協力し合って理想的な内容に持っていく努力が要求される。 

豊田工業大学は、元来企業からの出資により設立された大学であり、1981 年の開学当初
は企業籍の若者だけを受入れ、明日の産業人育成を使命に、実践的教育と研究を推進して
きた。その後、1993 年には、一般学生にも門戸を開放したが、以降も従前と同じように一
般学生にも本格的な「学外実習（インターンシップ）」を 1・3 年次の 2 回、必修として課
している。このように本学は長年にわたって企業と協力し、学生の就業力を高めるべく様々
の努力をしてきた。事実、就職実績を例として掲げると、毎年就職率 100％、就職後 3 年
以内の離職率 3％という水準を維持し続けている。しかしながら、時代の変遷の波は、本
学の就業力教育にも大きな変革を迫ってきている。例えば、本学の教育の大きな特色の一
つとしての「一年次全寮制」にも変化が見られる。企業から派遣された社会人学生と一般
学生との学生寮での共同生活は、「何をめざして働くのか」を学生自らに考えさせるととも
に、工学学修の動機付けの原動力として大いに役立っていた。しかし昨今の社会人学生の
減少なども影響し、次第に全寮制の効果も薄れつつある。また履修科目選択など、学生の
学修計画立案に対するアドバイザーとしての教員の力量や取組姿勢にも解決すべき問題が
出てきている。本申請では、本学がこれまでに種々努力してきた教育方針に、さらに新し
い機軸を打出し、企業と協力しつつ、“産業人としての自立に必要な工学基礎力と工学意欲
力を合わせもった、すなわち総合的基礎力を具備した学士を育成すること”に取組む。 

具体的には、【Ａ.企業・卒業生からの強い刺激を学生に与えるためのプログラム】として、
Ⅰ企業の担当者と本学教職員から構成される「産産学就業力向上委員会」を設置し、定期的
に合同検討会を開催し、就業力の本質を見極めていく。Ⅱ企企業人・卒業生を講師として招
聘した「実学的複合講義」および工学学修の動機付けをするための実践オムニバス講義群
「現代工学概論」を開講し、企業におけるモノづくりの重要性を具体的に、かつ実体験に
基づいて学生に教示する。Ⅲ「学外実習」の前後にイインターンシップフォローアッププロ
グラムを追加・整備し、企業で働く姿勢、工学学修の意義の認識と動機付けを強くさせる。
また、これらと共に【Ｂ.本学の強みをさらに発展させるプログラム】として、Ⅳ初年次
における工学への動機付け科目「モノづくりイントロ」と、個々に学んできた様々の科目
の総合的応用力としての実践力強化を促す「創創造性開発セミナー」を新設する。 
さらには、これらⅠからⅣの有機的実行を支える「アカデミックアドバイザー制度の活性
化」にも努力を傾注する。新たに構築する「自自己成長可視化ポートフォリオ」を援用して、
学生の自主的活動に対するきめ細かな気配りと士気向上を教員に課することで、教員側の
資質改善・ＦＤも図る。 

このように本学が新たに取組む内容は、企業と密に議論しつつ、「これが就業力である」
との本質を様々の観点から学生に気付かせることを願う。こうして、工学に対する意欲と
学修の動機付け、さらには授業で学んだことを自在にかつ総合的に応用していくことので
きる実践力を学生自らで身につけるように導き、教員と学生とのきめ細かなコンタクトを
通じて卒業後の学生自らが進路を自身で開拓できるように働きかけるものである。 
 




